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大西康貴先生たちの感染後器質化肺炎（organizing pneumonia：OP）に対するステロイド治療の効果を包括的に検
討した報告は，日常臨床に非常に有用なデータを提供しています1）．しかし，いくつかの重要な問題が未解決です．第
一に，気管支肺胞洗浄液（bronchoalveolar lavage fluid：BALF）の貴重なデータに矛盾があります．ステロイド投与
群で細胞分画の総計が106％となり，非投与群の61.5％と比較して合計が一致しません．投与群のBALF中の好酸球比
率は7.0％と非投与群の1.5％に比べて高く，ステロイドの作用と併せて考察が必要です．以前の著者らの報告では，
BALF好中球比率が高いことが再発と関連すると報告されています2）．第二に，Table 3に示された感染後OPの症例報
告のまとめにも問題が残されています．Severe acute respiratory syndrome coronavirus-2（SARS-CoV-2）感染後の
OPが2例含まれていますが，このcoronavirus disease 2019（COVID-19）後OPでは，BALF好中球比率は1.0～1.5％
と報告されており3），これらのウイルス性肺炎後OP症例を含めて考察するのは矛盾を含む可能性が高くなります．
現状では，感染後OPの明確な定義がないため，原因別の対象群ごとの詳細なデータの蓄積が必要だと考えます．
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このたびは我々の論文をご精読いただき，誠にありがとうございます．ご指摘いただきましたとおり，感染後器質
化肺炎（organizing pneumonia：OP）の明確な定義がなく，データのばらつきとなる要因（原因や経過，個人の反応
の違い，データをとるタイミングなど）が多いこともあり，十分な検討が難しい領域と考えております．
気管支肺胞洗浄液（bronchoalveolar lavage fluid：BALF）の細胞分画に関して，元データと再び照合しましたとこ

ろ，特に誤植や計算違いなどはありませんでした．症例数が少ないことや，得られたデータが非正規分布を示してお
りましたので，一般的にも勧められている中央値での記載としました1）．そのため，細胞分画の合計が100％になって
おりません．原稿作成時点において，気管支肺胞洗浄を施行できている症例が少ないことから検討に値するかどうか
非常に悩みましたが，最終的に記載させていただくこととしました．
Table 3に関してもご意見ありがとうございます．確かに，ウイルス感染後のOPを感染後OPに含めてしまうことに

より特徴が捉えにくくなる可能性がありますので，ご指摘いただいたとおり，感染症の原因ごとにデータを集積し，検
討する必要があると考えます．
このたびは貴重なご意見をいただき，誠にありがとうございました．
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